
 
IT・ビジネスアプリ導入サポート事業 

ウェブサイトを開設 石橋商事 株式会社 

                           
コロナウイルスの影響で、アパレル業界に逆風が吹く 

「アパレルメーカーさんが百貨店等から順次撤退し、新作で出す婦人服の点数が半減した。その影響で、うちも昨

年の夏頃から売上が半減。それまでは IT 導入に二の足を踏んでいたが、新たな業界のお客さんを開拓するために

は、売り方を変えるなどアクションを起こさなあかんと思った」と話すのは、石橋商事の石橋邦香代表取締役。 

 

同社は、創業 70 年の船場の繊維卸会社で、 国内外のアパレルメーカーを中心に、オリジナルプリントの布地の

企画・販売を行う。今では、国内の衣料品のほとんどが海外から輸入され、国内生産はわずかとなり、同社のよう

に日本製の布地を企画・販売する企業は少ない。また、繊維業界の低迷で、取引先である京都の染色・プリント工

場の数は全盛期と比較して３分の１にまで減っている。コロナ禍も追い打ちをかけ、各社とも業績が悪化している

という。 

                  

      

 

ＩＴを武器に消費者のニーズをつかみ、販売先を拡大していく 

「巣ごもり需要の人気に対応するため、一般消費者向けに布地を販売したい」と 2020 年の 6 月に大商の「IT・

ビジネスアプリ導入サポートデスク」に相談。同デスクのコーディネーターが訪問し、長さ 50ｃｍから布地が購

入できるネットショップを開設。インスタグラムとの連携や国内最大級のハンドメイド通販サイトでも販売を開始

し、BtoC に進出、一般の消費者にも広くアプローチする仕組みを作った。「ネット通販を開設したことで、市場

のニーズもつかみやすくなった」。 

 

変貌が激しいアパレル業界での今後の展開 

「アパレル業界においては、実店舗ではサンプル展示と試着のみ、購入はオンラインという次世代店舗が今後増え

ていくだろう。このような変化に対応できるよう、自社もユーザーのニーズに応えながら、衣服以外の新たな分野

にも展開していきたい」と、意気込む。（取材日：2021 年 4 月 16 日） 
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